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ヨサコイソーラン

8月24日、25日の2日間に渡り、

第5回十三湖高原駅まつりが開催さ

れ、2日間で延べ3,000人の来場者で

にぎわいを見せました。

まつりでは、ヨサコイソーランの

躍動的な踊りに来場者の視線はくぎ

付け。踊りが披露し終るたびに大き

な拍手を浴びていました。

【関連記事8ページ】
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弱
＝ヨー

舗
を

る
う八

月
十
一
日
の
激
し
い
大
雨
に
見

舞
わ
れ
、
河
川
の
は
ん
ら
ん
、
水
路

の
決
壊
、
村
道
な
ど
の
法
面
の
崩
落

や
、
損
壊
被
害
が
発
生
し
、
村
全
域

に
わ
た
り
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
出
穂
前
の
水
田
も
冠
水
や
浸

水
の
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
今
回

の
集
中
豪
雨
の
被
害
は
主
に
太
田
地

区
に
集
中
、
住
民
に
は
、
避
難
勧
告

が
出
さ
れ
、
一
時
太
田
公
民
館
に
避

難
し
ま
し
た
。

村
で
は
同
日
「
豪
雨
災
害
対
策
本

部
」
を
設
置
、
被
害
状
況
の
確
認
や

今
後
の
対
応
を
協
議
し
ま
し
た
。

今
回
の
被
害
は
、
八
月
四
日
午
後

か
ら
降
り
始
め
た
長
雨
に
よ
る
影
騨

で
地
盤
に
吸
水
力
が
な
く
な
り
、
土

砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。

八
月
四
日
午
後
か
ら
十
一
日
午
前

ま
で
の
総
降
水
量
は
二
八
○
ミ
リ
に

も
達
し
ま
し
た
。

十
一
日
だ
け
の
降
水
量
は
、
二

九
ミ
リ
に
達
し
、
と
り
わ
け
午
前
七▲水位を警戒する関係者（桂川地区）▲道路も水びたしになり床上・床下浸水の被害が

時
か
ら
八
時
ま
で
の
一
時
間
の
降
水

量
が
三
○
・
五
ミ
リ
、
午
前
八
時
か

ら
九
時
ま
で
が
四
一
・
五
ミ
リ
と
こ

の
二
時
間
に
降
雨
が
集
中
し
ま
し
た
。

＝ー一一

弓■〆

難 瀞
篭

霧愈琴

＝

一毎一カー

塁

▲トマトハウスの浸水被害（相内地区）▲太田川が氾らんし濁流が容赦なく押し寄せる(太田地区）
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豪雨 災 害 記 録

青森県全域に｢大雨､雷､洪水､濃霧注意報｣を発表
桂川地区「水田」浸水ありの情報
太田川から水が溢れ家屋浸水の恐れありの情報
津軽に「大雨、洪水警報」青森地方気象台発表
太田川から水が溢れているとの情報
相内浜道で側溝から水が溢れ、床下浸水を確認
太田川は、20cm位で決壊との情報
消防団第1．4分団へ防災無線により出動要請
消防団全分団へ防災無線により出動要請
消防署指令車（太田、桂川）へ巡回
消防指令車（村長、署長）太田地区へ巡回
太田地区住民に防災無線により避難勧告（太田公
民館へ）
再度、防災無線により避難勧告
避難所開設（太田公民館へ役場職員配置を要請）
炊き出し要請（相内、太田赤十字奉仕団へ）
太田バイパスで土砂崩れ確認

10：43消防指令車（村長、署長）桂川地区へ巡回
10：50相内・太田鏡線が冠水のため通行止とする（第

3．4分団対処）
10：54桂川「秋田谷重蔵氏｣宅より道路冠水。通行不能

の情報
11：30豪雨災害対策本部設置。第1回対策会議開催

o被害状況確認o今後の対応協議
12：00被害状況・避難状況(第1報)県防災消防課へ報告

（村長・助役・収入役ほか）
13225脇元地区｢冷水｣国道339号線の路肩法面崩落との

情報
14：05「大雨、洪水警報」解除青森地方気象台発表
14：3O太田地区住民への避難勧告解除

第2回対策会議開催
o被害状況確認○今後の対応協議

15：00被害状況・避難状況(第2報)県防災消防課へ報告

9：00第3回対策会議開催（役場関係）
○被害状況調査を各課へ○今後の対応協議

10：00被害状況（第3報）県防災消防言
14：00第4回対策会議開催（役場関係）

県へ報告

15：00被害状況（第4報）県防災消防課へ報告

8：30

9：00
第5回対策会議開催（役場関係）
村議会議員への被害状況説明、現場視察
-|一三漁協より-'一三湖全域へ雑木、流木の
積しているとの情報

ごみが滞

13：00浸水家屋へ消毒用の消石灰を配布（住民福祉課）

､醤月16圖鬮

15：00第6回対策会議（役場関係）

8月19日㈲

13：30第7回対策会議（役場関係）
15：008月11日豪雨災害対策本部（解散）

！
被害状況（最終報）県防災消防課へ

住家等・床上浸水2戸
．床下浸水25戸
．非住家公共建物、その他39棟

農業被害・水田の冠水99 ha
、大豆畑冠水20ha
・トマトハウス4ha

被害額・公共土木施設約1億6,920万円
．農林水産施設約4,520万円
・農 産 物 被 害 約 4 5 8 万円

司

▲護岸のブロックが崩れ落ちる（太田地区）

▲水田に砂利が流れ込む（太田地区）

ノ ▲十三湖には大量の雑木などが滞積
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七
月
十
七
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で

の
五
日
間
、
十
三
湖
を
会
場
に
ウ
イ

ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
の
全
国
大
会
一
十

三
湖
レ
ー
シ
ン
グ
２
０
０
２
』
が
開

催
さ
れ
、
日
本
全
国
か
ら
プ
ロ
選
手

を
含
む
七
十
人
の
選
手
が
参
加
し
ま

し
た
。

今
回
の
大
会
は
、
初
日
か
ら
無
風

状
態
が
続
く
と
い
う
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー

風
待
ち
状
態
が
続
く
…

十
琵
壼
湖
し
Ⅶ

I

一
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到
司
劃
謬
塁
回
回
多
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フ
ィ
ン
競
技
に
は
、
最
悪
の
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
と
な
り
、
時
折
吹
く
風
も

競
技
が
で
き
る
最
低
風
速
を
満
た
せ

ず
、
大
会
三
日
目
ま
で
は
競
技
が
実

施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
大
会
四
日
目
は
競
技
が

で
き
る
ま
ず
ま
ず
の
風
速
と
な
り
、

最
高
時
速
を
競
う
ス
ピ
ー
ド
ト
ラ
イ

ア
ル
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一

角 曽電

畳

巴

（
態
▽句4

~ b

▲時折吹<風で練習はできるものの、競技はできませんでした。

レ
ー
ス
を
終
え
て
行
う
予
定
の
交

流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
「
風
待
ち
人
の

集
と
と
し
て
行
な
い
、
選
手
同
士

が
お
互
い
の
交
流
を
深
め
来
年
の
大

会
で
の
競
争
を
醤
い
合
っ
て
い
ま
し

た
。

今諺、

I

▲競技を待つ選手

っ
て
脇
元
郵
便
局
か
ら
投
函
し
ま

一

一
〃
市
浦
村
の
印
象
は
．
：
。
し
た
。
今
で
も
写
真
は
大
事
に
し

｛
市
浦
で
行
わ
れ
る
大
会
に
は
、
て
い
ま
す
。

一
毎
年
来
て
い
ま
す
。
い
つ
来
て
も
〃
今
回
は
競
技
に
適
し
た
風
が
吹

呼
：
町
頤
順
剛
Ｗ
灌
蝿
酔
態
擬
艸
鰄
睡
唯
賦
一

《
最
高
で
す
ね
。
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
：
？

｛
〃
サ
ー
フ
ァ
ー
歴
は
風
ま
か
せ
の
ス
ポ
ー
ツ
な
の

｛
二
十
年
に
な
り
ま
す
。
で
、
し
ょ
う
が
な
い
で
す
ね
。
残

一
〃
市
浦
村
の
い
い
と
こ
ろ
は
・
・
・
？
念
で
す
が
、
こ
う
い
う
事
も
あ
り

…＝…一一一一一一一

……………1

藝 ｜
燦毫 ｜…

最I

密唖；§
－－=…………ﾝ…》

▲初心者への講習会も行われました 〆延

回
は
千
個
食
べ
よ
う
と
目
標
を
た
－

て
て
、
楽
し
み
に
し
て
き
ま
し
た
。
》

ま
だ
四
百
個
く
ら
い
で
し
ょ
う
》

か
。
そ
れ
と
空
気
が
お
い
し
い
で
）

す
ね
。

》

〃
市
浦
村
に
も
「
脇
元
」
が
あ
り
一

ま
す
。
：
》

ぜ
罐
湖
喝
錨
褐
騨
恥
妊
吋
跡
悶
津
一

え
ま
せ
ん
。
実
は
昨
年
来
た
と
き
、
》

脇
元
郵
便
局
前
で
記
念
写
真
を
撮
一一

っ
て
脇
元
郵
便
局
か
ら
投
函
し
ま

し
た
。
今
で
も
写
真
は
大
事
に
し

て
い
ま
す
。

一

〃
今
回
は
競
技
に
適
し
た
風
が
吹

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
：
？

風
ま
か
せ
の
ス
ポ
ー
ツ
な
の

で
、
し
ょ
う
が
な
い
で
す
ね
。
残
》▲選手が交流を深めたレセプション
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郷
土
に
拓
こ
う
わ
れ
ら
の
未
来
を

テ
ー
マ
に
、
八
月
十
四
日
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
平
成
十
四

年
度
成
人
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

成
人
式
に
は
、
昭
和
五
十
六
年
四

月
二
日
ｌ
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
れ
た
、
対
象
者
三
十
二
人

の
う
ち
十
八
人
が
出
席
し
友
人
と
の

再
会
を
喜
び
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
木
村
教
育
長
が
、

「
成
人
式
を
区
切
り
に
力
強
い
第
一

歩
を
踏
み
出
し
て
下
さ
ど
と
式
辞
。

高
松
村
長
、
工
藤
村
議
会
議
長
、
相

坂
選
挙
管
理
委
員
長
が
祝
辞
を
述
べ
、

新
成
人
を
激
励
し
ま
し
た
。
引
き
続

き
新
成
人
を
代
表
し
て
、
秦
杏
奈
さ

ん
（
相
内
）
が
「
本
日
を
契
機
に
大▲20歳を祝して、「かんぱ～い」

締燭§嬢錨好瑚…鞠
吋圭 樹

参
成
人
式
を
区
切
り
に
ど
ん
な
大
人
に

一
轄
湖
一
寝
藻
莞
鵠

自
分
の
行
動
に
壷
任
を
も
っ
て
。

営慾留轆背辮鵠罫辮写p劣鍛
唯
岨
▽
毛 人

と
し
て
の
自
覚
を
固
め
、
恥
ず
か

し
く
な
い
人
格
を
備
え
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
二
十
歳
の
区
切
り
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

式
に
は
、
新
成
人
た
ち
の
中
学
校

時
代
の
恩
師
で
あ
る
、
對
馬
博
之
さ

ん
も
駆
け
つ
け
、
「
ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
常
に
夢

を
持
つ
大
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
十
八
人
を
激
励
し
ま
し
た
。

祝
賀
会
で
は
、
新
成
人
一
人
ひ
と

り
が
、
近
況
報
告
を
兼
ね
、
一
分
間

ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、
将
来
の
夢
や
希

望
を
語
り
合
い
、
友
人
た
ち
と
親
ぼ

く
を
深
め
な
が
ら
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

秦
杏
奈
さ
ん

（
弘
前
学
院
大
学
三
年
）

読
路
蕊
蕊
蒐
薪
鑑
蕊
蘇
蕊
蜘
鋸
路

１
ｒ
す
ｆ
鷺
▽
６
一
万
ｆ
認
？
７
貢
で
，
駒
函
▼
ｒ
波
ｒ
陣
〆
？

点
数
を
付
け
る
と
し
た
ら
。
：
。

七
十
点
く
ら
い
。
緊
張
し
ま
し
た
。

鯵
い
つ
も
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
。

「
あ
い
ざ
三
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

診
村
の
好
き
な
所
は
：

十
三
湖
と
豊
か
な
自
然
で
す
。

参
将
来
の
夢
は
．
．

ア
メ
リ
カ
で
、
日
本
語
の
先
生
を

し
た
い
。
日
本
諾
を
子
ど
も
た
ち
に

教
え
た
い
。

参
休
み
の
す
ご
し
方
は
。
：

主
に
ア
ル
バ
イ
ト
で
す
。

〃
今
し
た
い
（
欲
し
い
）
こ
と
は
：

車
が
欲
し
い
で
す
。

参
好
き
な
異
性
の
タ
イ
プ
は
・
・
・

ワ
イ
ル
ド
な
人
で
す
。

鵬
：
幾
欝
織
含
雲
纒
塾

疏
鯲
》

ｑ
「
ハ
タ
チ
」
の
笑
顔

ｒ
四
Ｆ
い
↑
グ

ｆ
Ｊ
な
ｆ
夢
ｆ
砂

●
ダ
ウ
｝
●
＆
叩

計
、
心

■

Ｊ

Ｌ

■

癖継辮キ■妙章品．牛

泌｡､u,舛勾
押
品

》 』
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騨蟹“
ふ
る
さ
と
体
験
交
流
事
業
「
ふ
る

さ
と
探
見
ツ
ア
ー
」
が
八
月
二
日
か

ら
四
日
ま
で
の
日
程
で
行
わ
れ
首
都

圏
か
ら
二
十
四
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

四
年
目
と
な
っ
た
ツ
ア
ー
で
は
、

十
三
湊
遺
跡
や
山
王
坊
遺
跡
な
ど
を

訪
ね
歩
く
史
跡
め
ぐ
り
か
ら
始
ま
り
、

津
軽
弁
講
座
、
し
～
う
ら
ん
ど
海
遊

館
、
郷
土
芸
能
、
も
や
焼
き
づ
く
り
、

ト
マ
ト
収
穫
を
行
う
農
作
業
体
験
な

ど
の
コ
ー
ス
が
組
み
込
ま
れ
、
参
加

者
は
、
市
浦
の
自
然
と
魅
力
を
た
っ

ぷ
り
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

北
海
道
札
幌
市
か
ら
参
加
し
た
相

内
憲
司
さ
ん
は
「
先
祖
が
北
津
軽
郡

市
浦
の
自
然
と
魅
力
を
体
験

ふ
る
さ
と
体
験
交
流
事
業
に
首
都
圏
か
ら
劉
人
が
参
加

▲いつも参加者に大人気の「津軽弁講座」です

出
身
と
い
う
こ
と
で
、
色
々
調
べ
て

み
た
ら
旧
相
内
村
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
一
度
市
浦
村
を
訪
ね
て
み
た
か

っ
た
。
今
回
の
ツ
ア
ー
で
念
願
が
か

な
っ
て
本
当
に
う
れ
し
ど
と
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

▲交流会では田舎(?)の料理がズラリ▲クラフト体験講座

▲参加者スタッフで記念撮影

夏
の
交
通
安
全
運
動
に
あ
わ
せ
、

金
木
警
察
署
管
内
二
町
二
村
を
リ
レ

ー
旗
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
交
通
安
全

意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
て
い
る
、
リ
レ
ー
式
青
空
交
通
安

全
大
会
が
七
月
二
十
一
日
、
役
場
前

で
行
わ
れ
、
関
係
者
六
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
ｃ

今
回
で
二
十
回
目
に
な
る
大
会
で

は
、
小
泊
村
か
ら
リ
レ
ー
旗
が
引
き

継
が
れ
、
高
松
村
長
が
「
村
民
の
交

通
意
識
の
高
ま
り
の
中
で
、
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
一
千
百
七
十
日
の
記
録

を
継
続
し
て
い
る
。
当
面
は
二
千
日

を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。

引
き
続
き
ア
ト
ム
保
育
園
父
母
の

会
会
長
の
奈
良
綾
子
さ
ん
が
「
子
ど

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
二
○
○
○
日
を
め
ざ
し
て

第
朋
回
リ
レ
ー
式
青
空
交
通
安
全
大
会

▲大会参加者のみなさん

七
月
二
十
五
日
、
十
和
田
湖
町
で

開
催
さ
れ
た
第
四
十
四
回
全
国
自
然

公
園
大
会
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
部
門
で

市
浦
小
学
校
六
年
生
の
一
‐
ゴ
ッ
ト
マ

ン
チ
ー
ム
」
が
見
事
優
勝
を
収
め
ま

し
た
。十

和
田
湖
町
総
合
運
動
公
園
周
辺

も
た
ち
や
高
齢
者
の
事
故
防
止
対
策

な
ど
、
よ
り
一
層
の
交
通
事
故
防
止

に
努
め
よ
う
」
と
大
会
宣
言
を
読
み

上
げ
、
拍
手
で
採
択
さ
れ
た
あ
と
、

リ
レ
ー
旗
は
中
里
町
に
引
き
継
が
れ

ま
し
た
。

第
“
回
全
国
自
然
公
園
大
会
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
優
勝

市
浦
小
学
校
ゴ
ッ
ト
マ
ン
チ
ー
ム

で
行
わ
れ
た
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
は
、

県
内
外
か
ら
六
十
四
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
市
浦
小
か
ら
は
六
チ
ー
ム
四
十

三
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ラ
リ
ー
は
地
図
を
参
考
に
、
コ
ー

ス
途
中
の
問
題
を
解
き
な
が
ら
進
み

解
答
得
点
と
ウ
ォ
ー
ク
経
過
時
間
の

得
点
を
競
い
合
う
形
式
で
行
わ
れ
、

合
計
百
九
十
九
点
を
獲
得
し
た
「
ゴ

ッ
ト
マ
ン
チ
ー
ム
」
が
見
事
一
位
に

輝
き
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
た
児
童
ら
は
、

自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

レ
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
参
加
し
た
み

な
さ
ん

鵠
r



(7)広報必うち

村子ども会育成連合会が5年生の児童を対象
に実施｡テント設営やキャンブファイヤーを楽し
んだ｡(7月3031B)

涯
群
Ｕ
剛
つ
据
曽
浸
伽
鄙

掴
牌
小
山
職

熱気球ご猫|きう
霊…‐一一皇轄－1－－－－:…

一驚瀞
シﾃｱ鵡

繕
一

一o

f
リ 錘

識‘囎鬮
瞬潮い

き
ま
し
た
。

子
ど
も
未
来
塾
で
８
月
陀
日
（
月
）

に
実
施
・
コ
ン
ロ
の
熱
を
利
用
し
た

コ
ミ
袋
熱
気
球
は
、
見
事
に
飛
ん
で

ｰ
＝

蜘
嘘

し～うらんど海遊館と子ども会が共催して7月
20日(土)に実施｡15組の親子が参加して磯松海
岸をきれいにしました。

。

甦綴 蕊

１
●
１
１
Ｊ
命
爵
為
か
』
‘
↑

，
、
幹
、

一

毎

~

｡再

L ＝

5．，

強呂

醒

脂８
月
２
日
（
金
）
、
子
ど
も
未
来

塾
生
が
村
内
を
探
偵
．
モ
ー
林
公

園
や
浜
の
明
神
な
ど
市
浦
の
魅

力
を
再
発
見
。 必

望
だ

8月21日(水)､子ども未来塾生が夜､カブトム
シを求めて相内の神明宮へ｡クワガタ2匹を捕獲
しました。

私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
突
然

の
け
が
や
病
気
に
お
そ
わ
れ
る
か
予

測
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
と

き
、
病
院
に
行
く
ま
で
に
、
家
庭
や

職
場
で
で
き
る
手
当
の
こ
と
を
応
急

手
当
と
い
い
ま
す
。

け
が
や
病
気
の
中
に
は
、
脳
卒
中

の
よ
う
に
意
識
が
な
く
な
っ
て
、
呼

吸
が
で
き
な
く
な
り
、
つ
い
に
は
心

臓
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
も
の
や
、
プ

ー
ル
で
溺
れ
た
り
、
喉
に
お
餅
を
詰

ま
ら
せ
た
と
き
の
よ
う
に
、
呼
吸
が

で
き
な
く
な
っ
て
心
臓
が
止
ま
っ
て

し
ま
う
も
の
、
心
筋
掘
塞
や
不
整
脈

の
よ
う
に
心
臓
が
突
然
止
ま
っ
て
し

ま
う
も
の
、
大
け
が
を
し
て
大
出
血

で
シ
ョ
ッ
ク
に
な
り
心
臓
が
止
ま
っ

て
し
ま
う
も
の
な
ど
、
特
に
重
篤
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

と
き
に
は
、
救
急
車
が
く
る
ま
で
に

何
ら
か
の
処
置
を
し
な
い
と
命
は
助

か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
と
き
に
役
立
つ

応
急
手
当
の
方
法
を
、
特
に
救
命
手

当
と
い
い
ま
す
。

★
救
命
手
当
と
は

一
般
の
方
（
救
急
隊
員
や
医
師
以

外
）
が
行
う
救
急
蘇
生
法
を
い
い
、

「
心
肺
蘇
生
法
」
と
「
止
血
法
」
が
含

ま
れ
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
一
般
の
方
が
行
う

救
急
蘇
生
法
以
外
の
手
当
を
応
急
手

当
と
い
い
ま
す
。

身
に
つ
け
よ
う
救
命
手
当
！

★
心
肺
蘇
生
法
と
は

意
識
障
害
あ
る
い
は
呼
吸
、
循
環

機
能
が
停
止
も
し
く
は
こ
れ
に
近
い

状
態
に
陥
っ
た
と
き
に
、
呼
吸
と
循

環
を
補
助
す
る
た
め
に
行
う
「
観
察
」

「
気
道
確
保
」
「
人
工
呼
吸
」
「
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
」
と
い
っ
た
一
連
の
手
当

を
い
い
ま
す
。

★
普
通
救
命
講
習
会
と
は

実
技
中
心
の
三
時
間
講
義
で
、
修

了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
四
年
五
月
現
在
、
市
浦
村

管
内
で
延
べ
二
九
九
名
が
受
講
し
て

い
ま
す
。
又
、
今
年
四
月
よ
り
心
肺

蘇
生
法
が
従
来
の
方
法
よ
り
若
干
変

更
に
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
、

講
習
会
で
正
し
い
救
命
手
当
を
身
に

つ
け
家
族
の
命
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
ら

ゆ
る
人
々
の
救
命
に
役
立
て
ま
し
ょ

や
つ
。

※
市
浦
消
防
署
で
は
、
随
時
こ
れ
ら

応
急
手
当
講
習
会
を
受
付
け
て
い

ま
す
。
い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

I ’

火
事
と
救
急
・
救
助
は
一
一
九
番

肖
、
、

'

防

、

ネ

ツ

卜

ワ

I

ク



広報‘うち（8）

1
ダ』

8月のお盆期間中、村内では夏まつ

りが行われ、「みこし運行｣や｢ねぶた運

行｣でにぎわいを見せ、まつりの熱気と

ともに盛りあがりを見せていました。L) 」1

k

、堤処』

、

1

～ ～～グー〆～ダーーヘー～～～‐ノー～～～～～へ一～～～～～～～～〆学、〆～～グー～～〆～ヂーダー〆～～～～～～～～～～～～

第5回 8月24～25日

這圃洲冒I槁原藤銅垣
一

高原駅まつりでは、ヨサコイソーランのほか、市
浦牛やしじみ汁、もや焼きなど特産品の販売、さらに、

お楽しみ抽選会なども行われ、抽選番号が読み上げ
られるたびに会場は歓声に包まれていました。
丸めた牧草を転がし、タイムを競う「乾草ハイ・

レベルクリアリング」も行われ、参加した子どもた
ちに力強い声援がおくられていました。▲「ヨイショ、ヨイショ」黒い物体の中身は牧草です

患
ゥ々

/〃“

▲市浦牛は会場ですぐにバーベキューで▲売れ行きも好調



広報‘多ろ(9)

去
る
平
成
十
四
年
七
月
二
十
八
日

⑧
に
、
今
年
度
実
施
し
た
檀
林
寺
跡

発
掘
調
査
の
現
地
説
明
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
村
民
の
方
は
も

ち
ろ
ん
県
内
か
ら
約
百
五
十
人
の
参

加
者
が
あ
り
、
市
浦
村
の
遺
跡
や
歴

史
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

８
２

似
塚
墓
（
墳
墓
）

参 憩
瀦
謹
蔵
蕊
化
鬮
。
‐
１
１
…
ｒ

ｌ
Ｉ
ｂ
Ｉ
ｌ
ｈ
卜
■
■
■
■
６
匁
ｂ
■
■
ｌ
ｂ
ｌ
ｌ

薊

②

だ
ん
り
ん
じ

『

、

刀

一
屋
敷
を
囲
む
溝
跡
の
発
見

檀
林
寺
跡
に
は
明
治
時
代
に
戦
没

ち
ゆ
う
こ
ん
ひ

者
を
供
養
す
る
た
め
の
忠
魂
碑
が
建

て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
（
現
在
は
碑

そ
こ
で
、
今
回
は
新
た
に
発
見
さ

れ
た
檀
林
寺
の
成
果
に
つ
い
て
紹
介

い
た
し
ま
す
。

撰震謬莎､?弱

修
発
見
さ
れ
た
屋
敷
の
区
画
溝

W

侭’
篭

ｿ‘･
E3

竜・

農圏 蕊

騨
野

謎
一

IF一一一

の
基
礎
し
か
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
）

今
回
、
忠
魂
碑
跡
を
取
り
囲
む
よ
う

な
屋
敷
跡
（
寺
院
の
敷
地
）
を
新
た

に
確
認
し
ま
し
た
。
屋
敷
跡
に
は
幅

二
・
○
ｍ
、
深
さ
一
・
二
ｍ
程
の
溝

が
巡
り
、
東
西
五
○
ｍ
、
南
北
六
五

ｍ
の
規
模
を
も
つ
長
方
形
の
屋
敷
跡

で
す
。

し
ゃ
で
ん

ま
た
、
屋
敷
の
内
側
に
は
、
社
殿

跡
に
伴
う
と
推
さ
れ
る
ヲ
の
字
」

型
の
区
画
溝
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
檀
林
寺
跡
の
実
態

が
序
々
に
明
ら
か
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

さ
ら
に
、
隣
接
し
た
場
所
か
ら
は
、

塚
墓
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
塚
墓
と

は
円
形
に
溝
を
掘
り
、
掘
っ
た
土
を

真
ん
中
に
高
く
盛
り
上
げ
た
も
の
で

つ
ふ
や
ま
ん
じ
嘩
う

す
。
「
土
饅
頭
」
の
よ
う
な
形
を
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
中
世
に
描
か
れ

え
ま
き
も
の

た
絵
巻
物
に
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

ぞ
う
こ
つ
き

内
部
に
は
恐
ら
く
蔵
骨
器
な
ど
の
埋

葬
施
設
が
伴
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
（
内
部
は
未
調
査
で
す
。
）

ま
た
、
こ
の
付
近
か
ら
は
、
か
つ

て
五
輪
塔
が
出
土
し
た
と
言
わ
れ
て

お
り
、
お
墓
の
上
に
五
輪
塔
が
建
て

ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

中
世
の
十
三
湊
に
住
ん
で
い
た
一

と
こ
う
ぼ

般
の
人
々
は
、
「
土
坑
墓
」
と
呼
ん

で
る
楕
円
形
の
穴
を
掘
っ
て
遺
体
を

埋
葬
す
る
簡
単
な
構
造
の
も
の
が
ほ

つ
か
ほ
ふ
ん
ほ

塚
墓
（
墳
墓
）
の
発
見

と
ん
ど
で
す
。

今
回
発
見
さ
れ
た
塚
墓
は
、
檀
林

寺
に
居
住
し
た
僧
侶
の
墓
か
、
或
い

は
十
三
湊
を
支
配
し
た
安
藤
氏
に
か

わ
る
有
力
者
の
お
墓
と
考
え
ら
れ
ま

す
。(堂

ま
と
め

と
さ
み
＊
と
だ
ん
り
ん
じ
あ
と

十
三
礦
。
桧
鉢
寺
廊
の
概
略
図

肝
１
１
州
Ｉ
‐

１
１
１

７

野
珂
詫

御

戸

l.

や．

『噸
（‘・

筆I
濠で塾

一

こ
の
よ
う
に
檀
林
寺
跡
は
、
十
三

湊
の
南
端
に
成
立
し
た
寺
院
跡
で
あ

る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。

来
年
度
も
檀
林
寺
跡
の
発
掘
調
査

を
行
う
予
定
で
す
の
で
、
成
果
を
期

待
し
て
く
だ
さ
い
。

（
文
責
市
浦
村
教
育
委
員
会

学
芸
員
榊
原
滋
高
）

ジニー

／

一

ー

ｎ
斗
Ⅱ
皿

W



広報しうら⑩

元気力lい通信 少15ぐ

｜
’’海遊憩の新トリートメジトのご案肉

〃彦 α〃〃〃 30分¥a800(マーメイド）

お顔のトリノートメントです。

スキンケアとマッサージ、2つのタイプからお選び頂けます。

蝿"Qz花珈e
スキンケアタイプ

沸一

１
９
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
＆
■
■

－

ｰ

I

お肌の古い角質を取り除き、スキン

ケアをすることでお肌に栄養を与え、

潤いのある柔軟な状態にいたします。

､
I'$"

！

』
理一一ロ.．．≦

M 剛叩e
マッサージタイプ

マッサージで凝りをほぐし、血行を

よくすることで内面から肌に栄養を

行き渡らせ、ハリや弾力のある状態

にいたします。

ｰ

－＝、

、
一



⑪広報‘うち
一_

二二｡,■二一も■｡■で→＆…一

倣協方ｳﾘﾝク部力i鮒を報告

鋤溢奮侮観電し眞8月17～18日五所川原市を会場に行われた第
57回青森県民体育大会ボウリング競技で団体優
勝した体協ボウリング部のメンバー4人が役場
を訪れ、高松村長に優勝の報告をしました。
報告に訪れた優勝メンバーは、ボウリング部

長の棟方由美さんをはじめ、浜田隆樹さん、新
岡寿行さん、相川幸彦さんの4人。
高松村長から優勝の祝福を受けた棟方部長は
「会場になったボウリング場はいつも練習を重

ねているいわば“本拠地"◎地元の利を十分に
活かすことができました」と笑顔で優勝の報告
をしました。

ー

英語指導助手として、ロドリ
ック・ウイリアムアンダーソン

先生が市浦村に着任しましたの
で皆さんに紹介します。

〃出身は？
アメリカオハイオ州です。

〃趣味は？
スノーボード、絵を書くこと。

それから計算が得意です。

』

4
１
１

Ｏ
ｌ
ｌ
１
Ｊ
Ｉ
１
凸
１
４
０
１
３
．
Ｊ
１
１
明
９
面
１
１
ｈ
Ｎ
ｌ
Ｊ
ｌ
凸
Ｉ
Ｉ
１
１
１
Ｊ
ｑ
ｇ
８
Ⅷ
Ⅱ
Ⅱ
‐
１
１

〃市浦村はどうですか？
市浦の人たちは、とてもやさしいです。それから自然

が豊富で好きです。

〃市浦村の特に好きなところは？
まだ見つけていませんが、今度車を買うので、市浦村

を周って探したいです。

〃市浦の子どもたちの印象は？
とてもやさしい子どもたちで、ものを知りたがる好奇

心が強く教えがいがあります。

〃市浦村の皆さんに一言
教育委員会では「ロド先生」と呼ばれています。見か

けたら、気軽に声をかけてください。
一生懸命がんばりますので市浦の皆さんよろしくお願

いします。
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第125回全国商工会珠算検定：■
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農業委員渥臘薦6

事 ‘1 q瀧職職鍔織り
津軽北部農業協同

組合から、農業委員

として伊南忠雄さん幟

松)が推せんされまし
たので、お知らせい

たします。

第125回全国商：

工会珠算検定試験：

で､小山内理佳子；
さん（市浦珠算学§
院）が1級に合格：

しました。：
■
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▲伊南忠雄さんに高松村長から辞
令が交付される

侭
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則
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Ⅱ
葬祭の合理化運動にご協力をお願いします

力'しご↓|生潤を縦しぎしよう 〔秋の山菜孫｡箸這採
キノコ採り等の遭難を防止し、命とキノコを引き替えにし

ないためにも、次のことを必ず守りましょう。

●入山前
・自分の体調が悪い時や天候がくずれそうな時は、勇気をもって
中止する。

・家族に行き先、帰宅時間を知らせる。
・食料、防寒具、雨具、マッチ、携帯電話などを携行する。
・単独での入山はやめる。

●入山時
。}|員れた山でも決して油断しない。
・崖や急斜面などの危険な場所は避ける。
・日暮れ前には下山する。

●万一迷ったら
．歩き回らず救助隊を待つ。
・ヘリコプターの音が聞こえたら、広い場所で白いタオル等を振
り合図する。

「むり･むだ･見栄のない地域づくり｣へ向
けて､かしこい生活運動をすすめています
ので､ご協力くださるうようお願いいたし
ます。

④生花､盛篭はなくしましょう｡(ボスターを利
用）

④通夜の会場では､酒､ジュース､つまみ､うどん、
折詰などは出さないようにしましょう。

・一般の会葬者は､香典2,000円以内にしま
しょう。

・香典返しはなくしましょう。
・お使いのある人は､1万円会費とし､引き出
物はなくしましょう。

｜市浦村教育委員会’
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徹疎湘信燕薪塞開段します
ー

国民年金だからできること 相談は無料で秘密は守ります
私たちの老後の生活を支える大きな柱である国

民年金。この国民年金などの公的年金には、個人
年金や貯蓄にはない、公的年金だからできること
があIｼます。

それは、賃金や物価の上昇にあわせて年金額が
スライドすること、どんなに長生きしても終身に
わたって支給されること、万一の場合のための障
害年金や遺族年金があることなどです。

このように、将来の経済社会がどのように変わ
ろうとも、その社会で、それまでの生活と大きく
変わらない暮らしのできる年金額が約束できるの
は、公的年金が、社会全体で老後の生活を支え合
う、“世代間扶養'’のしくみであるからです。
公的年金にはこうした役割があることから、基

礎年金の給付や事務の費用には国庫負担が入って
います。また、納めた保険料は全額が税法上、所
得から控除されますので、実質的な減税にもなっ
ています。

これに対して個人年金や貯蓄は、個々人がライ

フスタイルにあわせて多様な老後生活を送るため
に、公的年金を補う役割をもっています。それぞ
れの役割を踏まえ、公的年金を土台として、個人
年金や貯蓄を組み合わせて、老後の収入の確保に
備えることが大切です。

行政相談員

三和孝徳さん

’｜’
村の仕事のことや身のま

わりで起きているトラブル
など困っていることがあり
ましたら、気軽に行政相談
においでください。

行o困っていることがある
政●このようにしてほしい
相●どこに相談したらよいかわからない
談・制度や仕組みがわからない…
などの場合は、下記により相談所をご利用下さい。

囮日時平成14年10月21日(月)・10月22日㈹
午前9時から12時まで（各午前中）

囹場所青森あすなるホール「しうら」和室
囮相談員三和孝徳（市浦村大字相内）

冠62-3070

※行政相談は自宅、又は電話でも受けていますの
で気軽に相談してください。
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第1S回吉森県統計デー曰ﾌｪｱ開催
◆日時10月26日(土)～27日（日）

午前10時～午後4時

◆場所五所川原市･エルムの街ショッピングセンター
2階「工ルムホール」丑33-4000

◆内容統計調査を身近に感じてもらうため､統計
調査の仕組みや調査結果をパネルなどで紹
介します｡統計グラフコンクール作品展示・
統計クイズ･アトラクションなどがあります。

◆対象子供から大人までどなたでも参加できます。
入場料無料です。

しお問い合わせ
県庁統計情報課公017－734－9165
役場企画財政課冠62－2111(内線19）

二二二

平成14年度MOA美術館
津軽北部児菫作品展開催
MOA美術館児童作品展は、子どもたちの創

作活動を奨励することで「生命を尊ぶ心」「心
豊かな人間｣の形成を目的として、津軽北部（金
木町・中里111l.･市浦村・小泊村）の4111].村の子
どもたちの書道・絵画を展示いたします。
作品に込められた子どもの心を受けとめ、励

ましていただければ幸いです。

囹名称MOA美術館津軽北部児童作品展

囹日時平成14年10月12日(土)・13日（日）
午前9：00～午後4：00

圏塲所中里総合文化センター「パルナス」

囮表彰式平成14年10月13日（日）
午後1時より

＊表彰式終了後は、人形劇「金太・豆蔵」の公
演があります。無料ですので隣近所お誘い合
わせのうえお越し下さい。

囹後援
各町村・各町村教育委員会・津軽北地区保誰
司会津軽北地区中里更生保護婦人会

しお問い合わせ
「MOA美術館津軽北部児童作品展」事務局
中里町深郷田菊池愛子冠57-2752

’
第41回吉森県統計大会開催のお知らせ
◆日時10月31日（木）午後1時～3時30分
◆場所五所川原市･ふるさと交流圏民センター

盆33－2111

◆内容統計功労者表彰(大臣知事等）
記念講演(テーマ）「統計から天気を読む」
講師：工藤淳（天気予報士）

◆内容お天気の統計から地球の健康状態･生物季
節観測･台風情報などについて講演します。

◆対象県内各地の統計調査員関係者のほか一般
の方も参加できます｡入場料無料です。

しお問い合わせ
県庁統計情報課壷017－734－9165
役場企画財政課恋62－2111(内線19） I

L~－－－ －
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市浦村の人口と世帯数平成149'現在

II
列
‐
且

Ｆ
１
．
に
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

に
て

子ども体験活動フォーラムのご案内オ

◆趣旨

学校週5日制が実施され、地域で子どもを育て
る環境の充実や人間性豊かな青少年の育成等が求
められています。このフォーラムは、学校、教育

委員会、地域の方々による事例発表や協議をとお
して、青森県の「子どもの体験活動」の必要性と
推進体制のあり方を考えます。
◆日程平成14年10月17日附

午後1時から4時まで
◆会場五所川原市中央公民館
◆主催青森県教育委員会

◆内容

①基調講演
・講師浪岡町生涯学習課文化班長工藤清泰

④演題「子どもたちは体験活動から何を学ぶのか」
②発表
・学校現場から意見発表

・子どもセンターから

・子ども放課後週末活動等支援事業から
子どもゆめ基金助成団体から

しお問い合わせ先

西北教育事務所公35-2170

災害によって被害を受けられた方は、次のよう
な県税の減免措置等を受けることができます。
1．県税の減免

災害によって財産に非常に大きな損害を受け、
そのため生活に重大な影響があった場合には、そ
の被害の状況等に応じて、今後納付すべき県税を
減免する制度があります。

2．徴収の猶予

災害により、県税を一時に納付もしくは納入す
ることができないときは、県税の徴収を猶予する
制度があります。

※ご質問、ご相談など、詳しくは県税事務所にお
尋ねください。

りお問い合わせ先

五所川原県税事務所壷34-3141
ノ

！住宅金融公庫からのお知らせ；
住宅金融公庫の住宅ローンをご返済中で、最近

の不況に伴う失業や収入の減少などで返済にお困
りの方に対しては、次のような返済方法の変更を
実施しています。

①返済期間の延長（最長10年）
②元金据置期間の設定（最長3年）
③元金据置期間中の金利引下げ
お取扱期間は、平成15年3月末までです。

※詳細については住宅金融公庫東北支店(冠022-
227－剛3)又はご返済中の金融機関まで。

I公立溌泰癒曝からのお知ら鐘I
★保険証の確認方および一時預り金について

継続して当院で受診される方は、毎月保険証の
確認が必要ですので、受付④番窓口にて確認を受
けて下さい。保険証等に変更があった場合は速や
かに提出して下さい。

なお、時間外に受診された場合は医療費の一時
預り金として「5,㈹0円」徴収いたします。

ノ

、

[ﾏｲﾎー ﾑ資金は年金住宅資金で!』L

◆申込できる方

厚生年金保険に3年以上加入している方。
◆お使いみち
住宅の新築や購入、リフォーム資金。

◆受付期間平成14年9月17日(ｿ0から
平成14年10月28日(月)まで

◆融資利率年2.57％～

（年金バリアフリー住宅の場合）
抄お問い合わせ先

社団法人青森県厚生年金勤労者住宅協会
公017-773-2077

県内の交通事故概況
青森県交通対策協議会

’()内は前年｡累計は1月から。速報値のため後日変更することがあります。
ノ

大 字 名

相内

桂川

太田

脇 元

磯松

十三

計

前月人口

1,168
59

246

511

295

782

3.061

人口

1,171
59

246

509

300

780

3,065

世帯 数

403

22

84

204

107

263

発
生

死
者

傷
者

7月中

件

(792）

14人

(11）

1，029人
(1,011）

年累計

4,924件
(5,279）

56人

(54）

6,218人
(6,680）

死
者
の
状
態

飲 酒運 転に よる 死者

高齢者の死者
～65歳以上の人～

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

自動車乗車中の死者

非藩胴死者

着用していれば助
かったと思われる人

7

(11）

21

(16）

30

(28）

17

(15）

10

(6)
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骨
粗
し
よ
う
症
は
、
大
根
に
霧
が

入
っ
た
よ
う
に
ス
カ
ス
カ
に
な
り
、

も
ろ
く
な
る
病
気
で
す
。
現
在
、
骨

、

日
本
人
の
栄
養
素
で
足
り
な
い
代

表
格
が
カ
ル
シ
ウ
ム
で
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
に
よ
っ
て
骨
は

弱
ま
り
、
折
れ
や
す
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。

毎
日
の
生
活
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
上

手
に
と
り
い
れ
、
コ
ッ
コ
ッ
骨
貯
金

を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

胃
粗
し
よ
う
症
と
は
？

●牛乳1杯(2009)
カルシウム220mg

識 ’ 一
一
一

q■■■■■■■

●プロセスチーズ1枚(159)
カルシウム125mg

●小松菜1束(4009)
カルシウム680mg

Nol55一

●いわし丸干し1尾(159)
カルシウム66mg

●干しひじき(509)
カルシウム700mg 皿

カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
不
足

飽
食
の
時
代
と
い
っ
て
も
、
偏
っ

た
食
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
も
多
く
、

特
に
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
が
み
ら
れ
ま

す
。
体
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
壁
が
不
足

す
る
と
、
血
液
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
膿

度
を
一
定
に
保
つ
た
め
に
、
骨
か
ら

大
量
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
溶
け
出
し
、

骨
が
ス
カ
ス
カ
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

四
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
減
少

骨
を
強
く
す
る
作
用
が
あ
る
女
性

～

粗
し
よ
う
症
の
患
者
さ
ん
は
全
国
に

五
五
○
万
人
以
上
い
る
と
い
わ
れ
、

特
に
中
高
年
の
女
性
に
多
く
、
六
十

五
歳
以
上
の
女
性
で
は
半
数
が
か
か

っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

胃
粗
し
よ
う
症
の
原
因
は
ワ

胃
を
丈
夫
に
Ⅱ

昌
潟
糧
し
よ
｝

鍬
●豆腐1丁(3009)
カルシウム360mg

轡

鍵
●ごま(1009)

カルシウム1200mg

曇
ノ、

つ
症
を

ホ
ル
モ
ン
（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）
が
閉

経
後
に
不
足
し
、
骨
の
カ
ル
シ
ウ
ム

量
が
減
り
ま
す
。

圓
年
齢

女
性
で
は
四
十
代
の
後
半
か
ら
、

骨
の
カ
ル
シ
ウ
ム
量
が
目
立
っ
て
減

っ
て
い
き
ま
す
。

四
遺
伝
や
体
質

生
ま
れ
つ
き
の
体
質
、
体
格
、
人

種
な
ど
も
影
響
し
ま
す
。
か
ら
だ
の

細
い
人
や
活
動
的
で
は
な
い
人
は
要

注
意
と
な
り
ま
す
。

［
骨
を
強
く
す
る
た
め
に
一

●
カ
ル
シ
ウ
ム
を
と
ろ
う

成
人
は
一
日
に
六
○
○
蝿
の
カ
ル

シ
ウ
ム
が
必
要
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム

の
呼
吸
を
助
け
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
も
十

分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

●
毎
日
軽
い
運
動
を
し
よ
う

体
内
に
摂
取
し
た
カ
ル
シ
ウ
ム
を

十
分
に
活
用
し
て
骨
に
定
着
さ
せ
る

た
め
に
適
度
な
運
動
を
心
が
け
ま
し

よ
》
っ
。

．
日
光
浴
を
し
よ
う

木
陰
で
三
十
分
程
度
の
日
光
浴
が

お
す
す
め
で
す
。
日
光
（
紫
外
線
）
を

浴
び
る
こ
と
に
よ
り
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

と
な
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
が
高

ま
り
ま
す
ｃ
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▼
お
誕
生

山
本
怜
央
（
太
田
）
貴
一

▼
ご
結
婚

一
幸
鯏
鮴
美
補
一
洲
翫
一

〈
州
田
淵
岬
お
↑
一
州
洲
一

〈
岬
剛
洲
捌
一
冊
訓
一

〈
鞁
鯏
洲
剛
一
馴
岫
一

〈
罹
州
利
捌
一
脚
剛
一

一
稚
々
肘
纈
之
馴
一
卿
雌
一

薊
軸
稲
恥
獅
迩
ン
国
）

一
稚
々
岫
鰄
樺
一
柵
馴
一

一
唾
“
瀦
也
壼
一
洲
祁
一

委
癖
柵
州
弾
一
抑
誠
一

fイ

七
月
に
行
わ
れ
た
、
十
三
湖
レ
ー

シ
ン
グ
で
は
、
競
技
に
適
し
た
風
が

吹
か
ず
、
三
日
間
風
待
ち
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。
時
折
吹
く
風
も
最

低
風
速
が
あ
る
ら
し
く
、
競
技
は
で

き
な
い
と
の
こ
と
。

ひ
た
す
ら
風
を
待
ち
続
け
た
選
手

の
み
な
さ
ん
の
精
神
力
に
は
頭
が
下

が
り
ま
す
。
（
三
不
）

葛古秋古〆

、
－
お
詫
び
と
訂
正
‐
』

広
報
し
う
ら
七
月
号
で
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

ｏ
十
二
ペ
ー
ジ
「
善
意
に
感
謝

し
ま
す
」

患
鹿
内
亮
き
ん

（
前
金
木
寓
校
・
市
浦
分
校
数
頭
）

↑

⑮
鹿
内
亮
さ
ん
ｌ

（
前
金
杢
綴
・
市
浦
分
校
副
校
長
）

○
十
四
ペ
ー
ジ
「
戸
籍
の
窓
」

ご
結
婚

患
蕊
か
灘
研
隆

’
一

⑮
函
醍
か
認
識
箙
歌
に

⑤
⑧
⑥
③

▼
お
く
や
み

川
キ
ユ
（
相

月
照
二
（
十

川
明
美
（
大

西
竹
四
郎
（
脇

元田三内
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歳歳歳歳、


